
コース３５ 白馬五竜高山植物園
はくばごりゅうこうざんしょくぶつえん

 

リーダー   ＣＬ M/K     ＳＬ E/S 

実 施 日   平成 2９年９月３日（日）   

天  候   曇り時々晴れ    グレード B 

参 加 者   ２７人（男性 ５ 女性 ２２）   

コースポイント 

ポイント 到着時間 出発時間 備  考 

秋葉区役所前  5：00 駅西口、新津西 IC 経由、米山,小谷道の駅で休憩 

白馬五竜高山植物園 8：45 9：00 駐車場にて登山準備 

アルプス平  9：20 テレキャビンとリフトを利用する。（団体割引） 

地蔵の頭 10：05 10：20 地蔵の沼経由で。ケルン前で集合写真。 

小遠見山々頂 11：10 12：20 登頂隊 22 名は 11：10 着。ガスで何も見えない。 

小遠見山々頂 11：40 12：20 楽々隊 5 名は 11：40 着。少し青空が出て来た。猿に遭遇  

植物園見学   残りコマクサ等の花々が咲いていた。 

アルプス平  14：30 ソフトクリーム・ビール等で、のどを潤す。 

白馬五竜高山植物園  15：20 一路、国道１４８・北陸・関越高速で新潟へ 

秋葉区役所前  19：00 全員、無事帰還する。 

山行等概要（幹事のコメント）     

 今回の山行計画は、ゆっくり

と登り、下りながら花々を観

賞する。という事で Bランク

で企画致しました。 お陰様

で予想以上に大勢の人から参

加して頂きありがとうござい

ました。バスも人数の変動に

応じ結局中型バスに落ち着き

ましたが、残念な事に 3 名

のキャンセル待ちが生じ、申

し訳け無く思っています。（断

腸の思いでした。お察しくだ

さい。）（ドライバー2 人体制

の為）そんな償いでしょうか

予報は太陽マークでしたが、

頂上は白いカーテンが引かれ

「神は我を見放したり」と痛感し反省致し

ました。 

 行届かない点、各サブリーダー・班長・会

計から、補って頂き感謝の一語に尽きま

す。善きスタッフに恵まれて精神的に楽々

と企画・計画通りに進行し楽しい一日でし

た。参加者、皆様のご協力に感謝申し上げ

ます。 
 帰路、米山Ｓ・Ａに寄らずに土産物を

購入出来なかった事にも深く反省いた
ます。 

                          

地蔵の頭 

小遠見山 （２００７ｍ） 

大勢の力は偉大なり 



                                                             

「山歩きは楽しく♪」  

   （1501）M/K   

 

気象条件の悪さに翻弄された、今年の夏

山でした。この日も、快晴とはいかないも

のの曇り空。 

高速道出発してからも、時々フロントガ

ラスに雨粒が、２７名の参加者久し振りに

見る顔も多かったし、それだけでも子供が

遠足に行くような気分、現地到着時は綺麗

な青空に白い雲もしかして、アルプスの峰

がみれるのかと、淡い期待もテレキャビン

下りてリフトに乗り換えると一面ガスで真

っ白、それに寒い地蔵の頭で散策組、登攀

組に分け ます階段が続きます、汗が出てき

ました。遅れ組も出てきます。ラストにも

中間にもリーダーが見守ってます。 

案の定２００７ｍ小遠見山頂上の周りは

まっ白け、１０分遅れて上がってきた顔ぶ

れも頂上というだけでヤッター！ の笑顔

飯にしましょうか、いつもの事ながらご馳

走が廻ってきます。 

みて、見て、あの空！！ 

真っ青な空に五竜岳、白馬、鹿島槍など顔

出すんじゃないか。でもね～あちらも準備

が出来ていないのか、チラッと中腹の雪渓

辺りを見せただけ。 

おお～まぁ～来たよ来たよ 。散策に廻っ

た５名様も到着、もう一歩、あと少し、そ

こまで行ったらなんて言ってるうちに来ち

ゃった。 凄いです。ここにもリーダーと

頼りになる補助がいた。 

さぁ改めて全員で集合写真が撮れまし

た。眺望は二の次全員が一緒こんなうれし

い事はない。 

帰りの足並みもそろってアルプス平で、高山の花散策に時間もたっぷりでした。 

赤い夕陽が沈むころ米山辺り、新津着は７時。２人の運転手さんも兄弟という事で 

息もぴったり。楽しかった小遠見山トレッキングと花園の 山旅でした。 

  

 

  

リフトで霧の中へ 地蔵の頭ケルンが待つ 

 

山頂にて昼食 待っていた青空が顔を出す 

  

鹿島槍ヶ岳のキレット

の雪渓 

楽々隊 30 分遅れで登

頂、青空がお出迎え 

 

 

五竜岳はガスの中 秋の便り 



 

 

① 登山準備        ②テレキャビン、とおみ駅へ ③テレキャビンでアルプス平へ  ④リフトで霧の中へ 

⑤地蔵の頭 ケルンが待つ    ⑥一の背髪        ⑦二の背髪で休憩     ⑧分岐小遠見まで 0.1キロ 

⑨山頂にて昼食 待っていた青空が顔を出す         ⑩美味しそうに腹ごしらい。上空の青が、ご馳走だ！ 

⑪鹿島槍ヶ岳のキレットの雪渓    ⑫ 楽々隊 30分遅れで登頂、青空がお出迎え  ⑬ 五竜岳はガスの中 

 

⑭頑張りましたねぇ！      ⑮ガスよ上がれ、天まであがれ!!         ⑯  先発隊!!やったー！ 



 

⑰下山開始            ⑱秋の便り           ⑲下山途中サルが見送ってくれる 

⑳白馬三山方面              ㉑雨飾山方面   

㉒アルプス平にて休憩、花々で満足。「帰るぞ”！！」 



 

白馬五竜高山植物園の花 
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